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検討会の進め方

ＩＣＴによる課題解決手法の提示 日本再興戦略Ｈ２４ ＩＣＴによる課題解決手法の提示
・ビッグデータ利活用の推進
・インフラ長寿命化計画
・センサー、ロボットを等を活用したインフラ点検、診断システム

日本再興戦略

重点検討項目

Ｈ２４

重点検討項目

G-NDB構築に
プロセスラーニング

（今回）
内容の反映

○活用目的・メリット
○システム概要

○導入のプロセス
○効果の検証
○課題の抽出Ｈ２５

G NDB構築に
向けての検討 重

要
検
討 下水道ICT普及促進

○モデル地域による将来のＩＣＴ活用
による施設管理手法の提示

フィージビリティスタディ

討
項
目
以
外
の

下水道ICT普及促進
プラットフォーム（仮称）

○次回以降スキーム等に検討項目

（次回）

内容の反映

○ＩＣＴイノベ ションによる下水道事業の将来像

による施設管理手法の提示

ＩＣＴビジョン（仮称）

の
検
討

○次回以降スキ ム等に
ついて検討○運用スキーム

検討項目

別途詳細検討

1

○ＩＣＴイノベーションによる下水道事業の将来像
○必要な環境整備
○ロードマップ
○推奨技術の選定など

○仕様検討
○プロトタイプシステム

による試行（H25）
○システム構築（H26）



プロセスラーニング（成功事例検証）について

○センサーやクラウドによる遠隔監視を用いた、効率的な監視を行っている都市の事例について、

長崎市

○センサ やクラウドによる遠隔監視を用いた、効率的な監視を行っている都市の事例について、
導入プロセス、効果、課題等を調査

大串浄化センター（西海市）
：Web監視に移行した浄化センター

瀬戸浄化センター（西海市）

時津浄化センター（時津町）

（５箇所）

琴海南部浄化センター（長崎市）

大平浄化センター（長崎市）

神浦浄化センター（長崎市）

長与浄化センター（長与町）

小長井浄化センター（諫早市）

大村湾南部浄化センター（長崎県）

三重下水処理場（長崎市）

結浄化 タ （諫早市）

諫早中央浄化センター（諫早市）

高来浄化センター（諫早市）

西部下水処理場にて
遠方監視
（実証的に運用中）

東部下水処理場（長崎市）西部下水処理場（長崎市）

伊王島浄化センター（長崎市）

田結浄化センター（諫早市）（実証的に運用中）

中部下水処理場（長崎市）

南部下水処理場（長崎市）

高島浄化センター（長崎市）

脇岬浄化センター（長崎市）
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○西部下水処理場にて４つの下水処理場の遠方監視を実施している（実証的に運用中）
○大平、脇岬、神浦、伊王島、高島浄化センターでWeb監視を実施

○マンホールポンプ１５０基を設置し遠方監視を実施中



フィージビリティスタディ（FS)について

＜ニーズ（想定）＞

○市町村合併などで多種多様な

【施設数】（いわき市）
下水処理場 ４か所
ポンプ場 ３６か所

福島県いわき市
○市町村合併などで多種多様な
下水道施設が広範囲に渡り混在

○適切かつ効率的な維持管理が必要

新町前ポンプ場

手掴ポンプ場

北目ポンプ場
仁井田中継ポンプ場

蜆川第一ポンプ場

蜆川第二ポンプ場

＜シーズ（想定）＞ 綴ポンプ場

新町前ポンプ場

北白土第一ポンプ場

御厩ポンプ場

小島ポンプ場

大町ポンプ場

泉崎中継ポンプ場

北一里塚ポンプ場

上仁井田ポンプ場

北部浄化センター

対応するシーズとして、ＡＲ・遠隔監視
・センサーネットワーク・クラウド等

を選定 大原ポンプ場

北白土第 ポンプ場

北白土第二ポンプ場

八仙ポンプ場

郷ヶ丘中継ポンプ場

ニュータウン第一中継ポンプ場

南白土ポンプ場

西郷ポンプ場

を選定

南部処理区植田第一ポンプ場

林城ポンプ場

大原ポンプ場

南富岡ポンプ場

植田第二ポンプ場

芳川ポンプ場

タウン第 中継ポンプ場

御代ポンプ場

ニュータウン第二中継ポンプ場

船戸ポンプ場

中部浄化センター

中部処理区
原前ポンプ場

＜フィージビリティスタディ結果評価＞

ICT導入の効果を

南部処理区植田第 ポンプ場

元川中継ポンプ場大倉ポンプ場

平蔵塚ポンプ場

小名川ポンプ場

植田中継ポンプ場

佐糖ポンプ場

南部浄化センター

中部浄化

東部処理区

定性・定量的に評価

3

東部浄化センター



下水道ICT普及促進プラットフォーム（仮称）構想
ICT導入のボトルネック （下水道ICTユーザーにとって）

○技術の理解が困難
○導入事例の蓄積が乏しい
○導入効果の判断が困難

導入 ック

迅速なICT導入をサポートする
仕組みが必要ではないか

○導入効果の判断が困難
○技術革新が早く、最新動向の把握が困難
○ICT企業との接点が少ない

最新のICT導入が迅速に進んでいない現状

仕組みが必要ではないか

下水道ICT普及促進プラットフォーム（仮称）
機動力 最新性

信頼性

○下水道界にとってのB/Cが標準化された説明資料の提供
○第三者による簡易な審査・推奨
○導入後の実績データの提供

発信力

○技術の最新情報の提供

ICT企業等
・随時情報登録
・審査依頼 自治体・下水道関連企業等

・Web,SNS情報発信
・研修会 など

○最新技術説明資料
○技術開発動向情報
○導入実績

ICT企業等 審査依頼

○ICTに関する最新情報の取得
○明快な説明資料の取得 など

自治体・下水道関連企業等研修会 など

情報共有・
コミュニケーション

4

○ソリューション提案
○B/C試算 など
※規定のルール・様式に沿って作成・登録

ICT導入に関する意思決定の円滑化・迅速化

コミュニケ ション
の円滑化



今年度の進め方

第４回検討会

・検討会の進め方
・下水道ナショナルデータベース（仮称）の検討
今後の検討方針

H25/7/8 第４回検討会

・今後の検討方針

第５回検討会H25/9月
・プロセスラーニングについて
・下水道ナショナルデータベース（仮称）の運営スキーム検討

第５回検討会H25/9月

H25/12月 第６回検討会

・フィージビリティスタディについて
・ビジョンの骨子作成

第７回検討会H26/3月
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・ビジョンの提示


